
小谷彰宏

この展覧会は本学の講義室や通路、食堂など学園全体を展示場とすることで大学の研究と教育の場
を美術館の機能を持った少し非日常的な空間とする企画として、また、美術館の存在しない稚内の街
に様々な分野のアートを紹介する目的も兼ね、日本各地の作家に協力頂き執り行われました。
まず、３名の芸術家を招聘し、それぞれの専門分野を活かしながらこの場でしかできない作品を滞

在して制作頂くアート・イン・レジデンスを展示部門の柱として位置づけました。そして、版画や絵
画、陶芸、立体、コミックアートなどの多様なジャンルのアーティストから作品の協力を受け学園中
に実作品を展示しました。また、映像作家の作品上映や外部の展覧会の記録を上映することでより多
くの作品を紹介することが可能となり、同時に本学の学生作品に加え稚内市との地域連携により市内
高等学校に協力頂き美術部の作品も展示しました。
この実際の美術作品を鑑賞すると同時に情報メディア学部の特徴を生かしたインターネットや

機器を活用した美術展として、スマートフォンを活用した 生中継により遠隔地で行なわれてい
る美術展を疑似体験する企画を取り入れ、本展覧会名称を「大学ミュージアム・プロジェクト －リ
アルタイム と美術－」としました。
本展覧会により教育の場である大学が、アートを通して地域連携の場と成ると同時に を活用

することで地域を越えたつながりの場となる大規模なミュージアムと成りました。
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稚内北星学園大学では、2010年９月５日から９月20日まで稚内北星学園大学創立10周年記念事業の
一環(1)とし、大学全体を美術館とし本学の学生作品と多数の美術家による作品展示や映像作品の上
映などを行い、また関西のギャラリー探訪として遠隔地（大阪府、京都府、兵庫県） で行われている展覧会
を巡りスマートフォンを活用した 生中継も行ないました。そして、学生の 生放送による取
材で、北海道のアート情報の発信も試みました。

日 程：2010年９月５日(日) ～20日(月)

時 間：10:00～18:00（日曜・祝日17:00）

活用による生中継の日時は大学 にて公開

会 場：稚内北星学園大学キャンパス全域／入場無料

北海道稚内市若葉台１丁目2290-28

主 催：稚内北星学園大学

後 援：稚内市／稚内市教育委員会

協 力：ターナー色彩株式会社提供「小吹隆文アートのこぶ〆」（大阪）／船坂里山芸術祭推進委員会（兵庫）

／架空通信懇談会（大阪）／片山宏明事務所（大阪）／株式会社イーガー（大阪）／ 実行委員会（大

阪）／ 法人アーツプロジェクト（兵庫）／天游館（大阪）／ギャラリー （大阪）／ギャラリー

（大阪）／ギャラリー白（大阪）／天野画廊（大阪）／０ギャラリー （大阪）／番画廊（大阪）／ポー

トギャラリーＴ（大阪）／ ギャラリー（大阪）／信濃橋画廊（大阪）／ギャラリーすずき（京都）／アー

トスペース虹（京都）／ギャラリーモーニング（京都）／アートスペース東山（京都）／ギャラリーはねうさ

ぎ（京都）／立体ギャラリー射手座（京都）／ギャラリーマロニエ（京都）／ギャラリーギャラリー（京都）

／北海道おといねっぷ美術工芸高等学校（北海道）／稚内高等学校美術部（北海道）／稚内商工高等学校美術

部（北海道）（順不同）

総合ディレクター：小谷彰宏（立案・企画・構成・設置・運営）

この展覧会は本学の講義室や通路、食堂など学園全体を展示場とすることで大学の研究と教育の場

を美術館の機能を持った少し非日常的な空間とする企画として、また、美術館の存在しない稚内の街

に様々な分野のアートを紹介する目的も兼ね、日本各地の作家に協力頂き執り行われました。

まず、３名の芸術家を招聘し、それぞれの専門分野を活かしながらこの場でしかできない作品を滞

在して制作頂くアート・イン・レジデンスを展示部門の柱として位置づけました。そして、版画や絵

画、陶芸、立体、コミックアートなどの多様なジャンルのアーティストから作品の協力を受け学園中

に実作品を展示しました。また、映像作家の作品上映や外部の展覧会の記録を上映することでより多

くの作品を紹介することが可能となり、同時に本学の学生作品に加え稚内市との地域連携により市内

高等学校に協力頂き美術部の作品も展示しました。

この実際の美術作品を鑑賞すると同時に情報メディア学部の特徴を生かしたインターネットや

機器を活用した美術展として、スマートフォンを活用した 生中継により遠隔地で行なわれてい

る美術展を疑似体験する企画を取り入れ、本展覧会名称を「大学ミュージアム・プロジェクト －リ



アルタイム と美術－」とした。

本展覧会により教育の場である大学が、アートを通して地域連携の場と成ると同時に を活用

することで地域を越えたつながりの場となる大規模なミュージアムと成りました。

■学内展示場

●メディアアート・インスタレーション作品展

小谷彰宏（稚内北星学園大学情報メディア学部講師）

作家コメント

「2000 年公開 - - より 本展では、

稚内北星学園大学開学と同時代に発表した作品のコンセ

プトモデルになる。

オブジェとして展示されている携帯電話へ外部からア

クセスすることで会場内の映像が切り替わり、観覧者が

その場に存在しない他者を認識する。そして見えない他

者とのつながりを意識させ自己の身体感覚を呼び覚ます

ための装置としてのインスタレーションである。」

（小谷彰宏）



・招聘作家（アート・イン・レジデンス）

藤井達矢（武庫川女子大学文学部准教授） 滞在制作・公開制作



高木義隆（上田安子服飾専門学校講師） 滞在制作

作家コメント

「私はコミュニケーションをテーマに作品を制作しています。

今回は稚内市と地理的にも歴史的にも関わりの深い樺太に存在した小学校をモチーフにしました。絵画の前に漂流

物を配した構図は、宗谷岬から樺太を眺める図を現しています。

過去の記録や記憶が人々の間で食い違いながらも。その過去を思い出したり、現在をみつめたり、 未来を考える場

となれば幸いです。」（高木義隆）



富岡 淳（フリーランス造形アニメーター） 滞在制作



●映像クリエーターの作品上映

片山宏明（アートディレクター＆グラフィックデザイナー・映像作家）

タイトル：「 」

ストーリー：

「幾人もの愛した女を次々と殺めてきた殺人鬼は、やがて復讐する者の手に落ちる。復讐者による非情なる銃弾

が放たれた時、殺人鬼の時間を辿る旅が始まった。それは銃弾によって倒れた殺人鬼の最期の脳の足掻きを記録し

た物語である。脳の中で弾丸は記憶を一つ一つ破壊し突き進み、脳の表面では崩れた細胞の一つ一つが力なく体液

を吐き出す。絶命半秒の物語。」

協力：片山宏明事務所／株式会社イーガー

田口行弘（美術家/ドイツ・ベルリン在住） 映像作品上映

西宮船坂ビエンナーレ2010『つながる』連携企画



●コンテンポラリー・アートフェアー

各地で活躍しているプロのアーティストによる現代絵画、現代陶芸、現代版画、コミックアートな

どの作品展示を行ないました。

アートフェアーとしたのは、将来的にアートツーリズムとして観光と結びつけた美術マーケットの

創造を意図した構想でのネーミングです。

・出品作家

秋永邦洋（現代陶芸） 兵庫県在住

谷森ゆかり（現代美術） 兵庫県在住
作家コメント

「生きる事とつくる事がわたしにとってとても重要です。

彫刻家になりたいと志ざしてやっと八年歩いてきました。

制作のテーマは、母なる大地です。大地の子宮の中は、

曲がりくねっていつも迷いくじけそうになります。しか

し、その道で色々な大事な人達に出会うことができ、応

援してもらっていると感じています。そのことが制作の

原動力へと変わっています。私なりに信じて進んで行こ

うと感じています。」（谷森ゆかり）



右澤康之（絵画） 東京都在住

作家コメント

「私は主にアクリルや油彩を使用し抽象表現主義傾向の絵画制作をしています。キャンバスの仕事の他に、ドローイ

ングやコラージュ、水彩の仕事も並行して進めています。

今回の展示作品は、私の水彩の仕事のなかでも、日記のようにイメージをかきとめたメモ帳のような性質をもって

います。といっても毎日描いているわけではありませんが、もう十年以上続けています。サイズもアプローチも毎年

少しずつ変化しています。制作点数もかなりの数になっていて、小品ですが私の仕事のなかでも重要な位置を占めて

います。」（右澤康之）



さらえ きみ（コミックイラストレーション） 大阪府在住

（造形） 北海道在住



高本英里（版画） 大阪府在住

作家コメント

「何かの内に在って、外にいる私。

目に映るものもそうでないものも留まることはなく、そ

こに私は存在しています。

計り知れない内と外。

その境界に立ち、間で揺れ動き、内から外、外から内へ

響き、溢れ、染みこみ、ぶつかることで「私」という輪郭

を確かめることができるのだと思います。

私はいつでも内と外によく耳を傾け、境での呼吸を大切

にしながら、反映される自分自身、またそれとは離れたも

のを見たいという気持ちで制作を続けています。」

（高本英里）



山内 亮（絵画） 大阪府在住

作家コメント

「物語を突き詰めて行くと、思いに行き着き、その思いは表情

となって表れる。

最近は、色そのものの美しさに魅力を感じている。より感覚的

に、直感で色を重ねてくことで、思いがけない表情を生む瞬間が

ある。

意識と無意識。知らず知らず、自分の思いが人物の表情と重なっ

ている。絵画は動かないし音も出ないが、だからこそ想像出来る

楽しみがある。

表情から何かを感じられる絵画を描きたい。（山内 亮）



吉田廣喜（絵画） 兵庫県在住

作家コメント

「私にとって作品とは、線を描くことである。幼い頃、

地道や舗装された道路一面に、釘や蝋石で無心に描い

た感触が、制作の原点となっている。また、1995年１

月17日（火）午前５時46 分の阪神淡路を襲った未曾有

の大震災で作者の目に映った情景は、大自然のエネル

ギーが都市空間や人工物を否定したかのような有様で

あった。

見慣れたビルや建物の倒壊。幾重にも堆積した地層

の断面や道路に走る亀裂。余震と瓦礫の中で無数に落

下する雨。青空の中、遠くに見えた山の流れるような

景観。ロウソクの火に映し出された死体安置所。虫た

ちが飛び交う不思議な空路。

画面の中の想像は生まれては消え、また消えては生まれる。和紙自身にとって、その後の無防備なジグザグ作業の

創造の軌跡です。」（吉田廣喜）



●森口ゆたか（美術家/ 法人アーツプロジェクト代表） 作品集 上映

●兵庫県立近代美術館にて2007年から行なわれている百花繚乱展の記録を上映（2007-2009）

架空通信 百花繚乱展 2010（ ）

会期：2010. 10/22（金）～10/31（日）

会場：兵庫県立美術館ギャラリー棟３Ｆ



●吾妻 琳（アーティスト/天游館代表） 天游館ダンスパフォーマンス「幽霊スポット」記録映像を上映

作家コメント

「舞踏によってつちかわれ、都会で生活している身体

からダンスを。身体と日常の関係を詩的に表現する。

近年はソロダンスに重点を置き活動中。」（吾妻 琳）



●稚内北星学園大学の学生及び卒業生の作品を展示



●稚内高等学校美術部の絵画を展示

●稚内商工高等学校美術部の絵画を展示



●映画チラシコレクション展（1980年代を中心に） /所蔵：小谷彰宏

■リアルタイム

下記の各地で行なわれた展覧会などのライブ中継を大学内ブースで放送し、その配信アドレスを大

学の にもリンクさせることでインターネットを通じ世界中に公開しました。また、大学内に展示

した作品も同時に で鑑賞が可能としました。

他、（ユーストリームを活用）

●関西のギャラリー探訪

遠隔地のギャラリーで行われている展覧会を、スマートフォンのビデオ生放送機能でアクティブ

な情報発信を行ない、視聴者がリアルタイムにギャラリー巡りを体感できる 生中継の公開を

美術ライターの小吹氏によるライブレポートの形式で行ないました。

中継先：大阪の各ギャラリー

日 時：2010年９月10日(金)

中継先：京都の各ギャラリー

日 時：2010年９月12日(日)

ナビゲーター：小吹隆文（美術ライター）

「大阪府生まれ。奈良県育ち。情報誌編集部員として約15年間勤務し、平成17年よりフリーの美術ライター

として活動。関西を中心に、やたらと美術展を見て回ることで知られている。」

（ターナー色彩株式会社提供小吹隆文アートのこぶ〆より引用）

ギャラリー探訪協力ギャラリー「大阪」

ギャラリー ／ギャラリー ／ギャラ

リー白／天野画廊／０ギャラリー ／番画廊

／ポートギャラリーＴ／ ギャラリー／信濃

橋画廊

ギャラリー探訪協力ギャラリー「京都」

ギャラリーすずき／アートスペース虹／ギャラ

リーモーニング／アートスペース東山／ギャラ

リーはねうさぎ／立体ギャラリー射手座／ギャラ

リーマロニエ／ギャラリーギャラリー



●兵庫県西宮市の里山で開かれる「西宮船坂ビエンナーレ2010」では、９月から会場地域の廃校にて

ドイツより招待された美術家が滞在制作を行なっており、その様子を で生中継しました。

西宮船坂ビエンナーレ滞在制作中継

日時：2010年９月13日(月)～

・西宮船坂ビエンナーレ2010『つながる』

会期：2010. 10/10（日）～11/14（日）

水曜定休（ただし11/3 祝日は開場）・入場

無料

会場：兵庫県西宮市山口町船坂 集落内各所

主催：船坂里山芸術祭推進委員会

助成：文化・芸術による福武地域振興財団、

西宮市

推進委員長：松本義博（善照寺住職）

協力：西宮市大谷記念美術館

連携協力：有馬食の祭典、有馬温泉路地裏

アート（有馬温泉観光協会）、六甲ミーツ・

アート「芸術散歩2010」（阪神総合レジャー

株式会社）、宝塚映画祭（宝塚映画祭実行委

員会）、他

総合ディレクター：藤井達矢

舞台公演ディレクター：北夙川不可止

●大阪府立現代美術センターで開かれる「ギャラリズム展2010」と連携し、相互に 中継にリン

クしました。

・ギャラリズム展2010

ギャラリズム展は、京阪神で現代美術の現場にかかわる13の画廊によって組織されています。

会期：2010 9/13～ 9/25

会場：大阪府立現代美術センター

●音威子府美術工芸高校への取材生放送

未来の芸術家を多く輩出するインキュベーターとして有名な北海道おといねっぷ美術工芸高校の校

舎内は常に生徒や卒業生の作品展示場となっています。この日常的に美術館となっている高等学校へ

本学の学生が携帯電話を使った 生放送の形式で取材を行ないました。（展示作品の紹介など）

おといねっぷ美術工芸高等学校取材

リポーター：稚内北星学園大学学生

日時：2010年９月９日(木) 13:00～

取材先：北海道おといねっぷ美術工芸高等学校



この件に関するお問い合わせ

稚内北星学園大学

情報メディア学部

地域創造学科 准教授

総合ディレクター：小谷彰宏（立案・企画・構成・設置・運営）

097-0013 北海道稚内市若葉台1-2290-28

0162-32-7511

0162-32-7500

（1）稚内北星学園大学 創立10 周年記念事業一覧

大学ミュージアム・プロジェクト -リアルタイム と美術-／日程：2010年９月５日(日)～20日(月)／会場

：稚内北星学園大学キャンパス全域／主催：稚内北星学園大学

稚内北星学園大学 創立10周年記念式典／日時：2010年９月11日（土）／会場：稚内北星学園大学浜森辰雄記

念講堂／主催：稚内北星学園大学

豊島雄一バリトンコンサート（伴奏 金谷ゆみえ）／日時：2010年９月12日（日）／会場：稚内北星学園大学浜

森辰雄記念講堂／主 催：稚内北星学園大学

まなびふれあいフェスタ わっかない 文字と色彩のハーモニー 小谷白羊先生ワークショップ ～夢文字体

験教室～／日時：2010年９月16日（木）／会場：稚内総合文化センター美術室／主催：稚内北星学園大学・稚

内市教育委員会

大学ミュージアム・プロジェクト 稚内中央アーケード街／日時：2010年10月18日（月）～11月５日（金）／

会場：稚内中央アーケード街（旧まちづくり稚内事務所）／主催：稚内北星学園大学／協力：稚内中央商店街

振興組合

小谷白羊『夢文字』書作展１／日程：2010年10月18日（月）～11月５日（金）／会場：稚内中央アーケード街

／主催：稚内北星学園大学／協力：稚内中央商店街振興組合

小谷白羊『夢文字』書作展２／日程：2010年10月19日（火）～11月６日（土）／会場：稚内市立図書館／主催

：稚内北星学園大学／協力：稚内市立図書館

稚内北星学園大学 創立10周年記念植樹／日時：10月23日（土）／会場：大学校舎裏／主催：稚内北星学園大

学／協力：稚内市・宗谷総合振興局・稚内森林管理署・新エネルギー研究会

本展覧会開催にご協力頂いた、関係者及び関係団体の皆様に感謝いたします。

本展覧会は、稚内北星学園大学10周年記念事業費によりおこなわれました。
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